
臨床研究センター

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

内分泌代
謝高血圧
研究部長

浅原　哲子

日本内科学会認定内科医・総合内科専門医・指導医
日本内分泌学会　幹事・評議員
　内分泌代謝科専門医・指導医
　Endocrine Journal編集委員
　男女共同参画推進委員会　近畿支部　代表委員
日本神経内分泌学会評議員
日本心血管内分泌代謝学会評議員
日本糖尿病学会糖尿病専門医・研修指導医
日本肥満学会肥満症専門医・指導医・評議員
日本肥満症治療学会理事・評議員
日本動脈硬化学会認定動脈硬化専門医・評議員
日本病態栄養学会評議員
日本抗加齢医学会専門医
日本人類遺伝学会臨床遺伝専門医・指導医
日本糖尿病学会近畿支部評議員
日本糖尿病生活習慣病ヒューマンデータ学会評議員
日本性差医学・医療学会評議員
日本糖尿病協会療養指導医
The Endocrine Society Journal of Clinical Endocrinology & 

Metabolism, Editorial board編集委員
京都大学博士（医学）
京都大学医学部非常勤講師
名古屋大学環境医学研究所
　メタボ栄養科学寄附研究部門特任教授
滋賀医科大学社会医学講座公衆衛生学部門客員教授
同志社大学スポーツ健康科学部客員教授
久留米大学医学部内科学講座心臓・血管内科部門
　客員教授
国立循環器病研究センター客員研究員
公益財団法人神戸医療産業都市推進機構
　医療イノベーション推進センターフェロー

糖尿病、肥満症
（メタボリックシ
ンドローム）、内
分泌代謝、予防
医学、遺伝診療

糖尿病、肥満症（メ
タボリックシンド
ローム）、内分泌代
謝、予防医学、遺
伝性疾患全般

専門医資格等
日本内分泌学会内分泌代謝科
　専門医・指導医
日本内科学会認定内科医・
　総合内科専門医

専門分野
内科・内分泌代謝・骨代謝

臨床研究センター長
八十田　明宏
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氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

展開医療
研究部長 長谷川浩二

日本循環器学会認定循環器専門医
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医・指導医
アメリカ心臓協会専門医（FAHA）
アメリカ心臓協会専門医（FACC）
日本禁煙科学会認定上級禁煙支援医
日本臨床分子医学会評議員
日本心不全学会評議員
日本心血管内分泌代謝学会評議員
国際心臓研究学会（ISHR）評議員
日本禁煙科学会治療分科会長
日本学術振興会科学研究費委員会専門委員
認定NPO法人日本心血管協会特別名誉会員
日本動脈硬化学会評議員禁煙推進部会委員
国際心筋症・心筋炎・心不全学会幹事
国際心血管薬物療法学会（ISCP）常任理事・元理事長
京都大学博士（医学）
大阪医科大学非常勤講師
静岡県立大学客員教授
京都大学医学部臨床教授

心不全、虚血性
心疾患、心血管
危険因子管理・
特に禁煙指導、
心 血 管 展 開 医
療、薬物療法に
関する研究

予防医学
研究室長 坂根　直樹 日本内科学会認定内科医

京都府立医科大学医学博士
糖尿病
予防医学

臨 床
内 分 泌
代 謝

（ 専 任 ）
研究室長

日下部　徹

日本内科学会認定内科医・総合内科専門医
日本内分泌学会内分泌代謝科専門医・指導医・評議員
日本糖尿病学会糖尿病専門医・研修指導医
日本肥満学会肥満症専門医・指導医・評議員
日本肥満症治療学会評議員
日本心血管内分泌代謝学会評議員
日本神経内分泌学会評議員
日本サルコペニア・フレイル学会評議員
日本人類遺伝学会臨床遺伝専門医
日本骨粗鬆症学会認定医
京都大学博士（医学）
京都大学客員研究員

糖尿病、肥満症
（メタボリックシ
ンドローム）、脂
肪萎縮症、内分
泌代謝サルコペ
ニア、骨粗鬆症、
遺伝診療

研究室長
（先端医療
技術開発）

和田　啓道
日本内科学会認定内科医・総合内科専門医・指導医
日本循環器学会認定循環器専門医
認定NPO法人日本心血管協会評議員
京都大学博士（医学）

内科・循環器内
科、冠動脈疾患、
慢性腎臓病、コ
ホート研究、バイ
オマーカー開発

がんゲノム
医 療 研 究
室 長

林　　琢磨

日本人類遺伝学会・遺伝医学
　臨床研究コーディネーター
日本救急医学会認定 ICLSインストラクター
臨床心理カウンセラー
米国立衛生研究所（NIH）/米国疾病対策センター（CDC）
　 BL3（P3）感染マテリアル取り扱い主任者資格（新興

感染症）
東京都/動物取扱管理責任者（同資格）
がん展開医療研究会 幹事
学校法人梅花女子大学/大学院 教授（兼務）
医学博士

婦人科腫瘍学
癌ゲノム医療学
腫瘍学
新興感染症学

｜令和 ４年度の主な取組｜

　国立病院機構のミッションのひとつとして「臨床研究」があります。令和 3 年度に、院内でおこなわれ
る様々な臨床研究をサポートする目的で「臨床研究支援事務局」を設置しましたが、今年度はスタッフを
拡充して体制を強化しました。将来的には臨床の活性化に寄与することを目指します。

165Kyoto Medical center Annual report



｜学術活動報告（学会・研究発表など） ※各研究部より一部抜粋｜

発表年月日	 発表学会
演題名	等 ／ 演者（下線は当院所属）

2022.05.12-13	 第65回日本糖尿病学会年次学術集会
「 1 型糖尿病におけるisCGMのスキャン頻度と相関する要因の探索　ISCHIA研究post-hoc解析」
村田　　敬、坂根　直樹、黒田　暁生、三浦順之助、廣田　勇士、加藤　　研、豊田　雅夫、神山　隆治、
鴻山　訓一、島田　　朗、川嶋　　聡、的場　ゆか、目黒　　周、楠　　宜樹、肥田　和之、田中　剛史、
利根　淳仁、清水　一紀、鈴木　渉太、西村　邦宏、細田　公則

2022.05.12-13	 第65回日本糖尿病学会年次学術集会
「 1 型糖尿病における無自覚低血糖の頻度と危険因子に関する研究　PR-IAH研究」
加藤　　研、秦　　誠倫、西村英里香、荒木　里香、鴻山　訓一、畑尾満佐子、松下　裕一、的場　ゆか、
村田　　敬、坂根　直樹

2022.05.25-26	 第95回日本産業衛生学会
「特定保健指導用ヘルスケアアプリの開発とリクルート状況　KENPO-appsutdy」
坂根　直樹、菅沼　彰子、藤崎　章好、金澤　亜依、杉本麻美子

2022.09.17	 第27回日本糖尿病教育・看護学会学術集会
「日本語版低血糖問題解決尺度（HPSS-J）の開発と無自覚低血糖における意義」

坂根　靖子、同道　正行、菅沼　彰子、坂根　直樹
2022.10.07	 第76回国立病院総合医学会

「 周術期等口腔機能管理の現在と問題点―リアルワールドエビデンス創出のためのデータベース構築―　周術期口腔
機能管理　エビデンス創出のための研究デザインと解析法（会議録）」
坂根　直樹

2022.12.03	 第43回日本肥満学会
「楽しく学んで内臓脂肪を希望に変えましょう！」市民公開講座
坂根　直樹

2022.12.16	 伏見医師会ランチョンセミナー
「骨代謝系の内分泌代謝疾患―最近注目されるFGF23関連疾患を含めて―」
八十田明宏

2022.05.12	 第65回日本糖尿病学会
「PAX4遺伝子R192H変異による若年発症成人型糖尿病の母娘例」
日下部　徹、小西　陽介、河野　茂夫、田上　哲也、八十田明宏、浅原　哲子

2022.06.03	 第95回日本内分泌学会学術総会（第 3回脂肪萎縮症候群研究会）
「部分性脂肪萎縮症候群とサルコペニア肥満の病態の異同」
日下部　徹

2022.06.17-19	 第22回日本抗加齢医学会総会
「糖尿病の認知機能低下におけるTREM2の病態意義」
田中　将志、山陰　　一、岩下　香里、加藤　久詞、岩佐　真代、浅原　哲子

2022.10.14	 The	29th	Scientific	Meeting	of	the	International	Society	of	Hypertension
「Concurrent somatic mutations in CTNNB1 and GNA11 in an aldosterone-producing adenoma」
Nanba	K,	Amy	R.	Blinder,	Aaron	M.	Udager,	Hirokawa	Y,	Okuno	H,	Moriyoshi	K,	Yamazaki	Y,	Sasano	H,
William	E.	Rainey,	Yasoda	A,	Satoh-Asahara	N,	Tagami	T

2022.10.29-30	 第 9 回日本サルコペニア・フレイル学会大会
「新たな肥満評価指標ABSIは脳心血管病リスクの高い肥満症患者の特定に有用である」
池上健太郎、日下部　徹、村中　和哉、山陰　　一、石井好二郎、浅原　哲子

2022.11.11-12	 第32回臨床内分泌代謝Update
「糖尿病における認知症・コグニティブフレイル（脳筋連関）と予知バイオマーカー」
浅原　哲子

2022.12.02-03	 第43回日本肥満学会・第40回日本肥満症治療学会学術集会
「肥満症のスティグマとアドボカシー活動―肥満専門外来の患者と共に―」
浅原　哲子、岩佐　真代、加藤さやか
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発表年月日	 発表学会
演題名	等 ／ 演者（下線は当院所属）

2022.12.02-03	 第43回日本肥満学会・第40回日本肥満症治療学会学術集会
「肥満症の減量治療抵抗性に関連する遺伝素因同定と精密医療の確立：G-FORCE study」
加藤さやか、山陰　　一、松波　雅俊、尾崎　浩一、前田　士郎、浅原　哲子

2022.12.02-03	 第43回日本肥満学会・第40回日本肥満症治療学会学術集会
「肥満症治療ガイドライン2022の読み解き方・活かし方・内科の視点から」
浅原　哲子

2022.12.02-03	 第43回日本肥満学会・第40回日本肥満症治療学会学術集会
「副腎・甲状腺疾患と肥満症」
浅原　哲子

2022.11.18	 第42回医療情報学連合大会（第23回日本医療情報学会学術大会）
「高統合率、高可用性を目指した仮想基盤の構築」
中原　孝洋、守下　昌輝、林　　政成、佐伯　智恵、首藤　雅一、久藤　　元、冨永　和宏

2022.08.28	 European	Society	of	Cardiology［ESC］Congress	2022
「 Associations of soluble fms-like tyrosine kinase-1 with cardiovascular events and stroke in patients with 

atrial fibrillation and suspected or known coronary artery disease」
Hiromichi	Wada,	Tsuyoshi	Shinozaki,	Masahiro	Suzuki,	Satoru	Sakagami,	Yoichi	Ajiro,	Junichi	Funada,
Morihiro	Matsuda,	Masatoshi	Shimizu,	Takashi	Takenaka,	Yukiko	Morita,	Kyohma	Wada,
Kazuhiko	Kotani,	Mitsuru	Abe,	Masaharu	Akao,	Koji	Hasegawa

2022.08.29	 European	Society	of	Cardiology［ESC］Congress	2022
「 Serum amyloid A-low-density-lipoprotein complex and mortality in patients with suspected or known 

coronary artery disease」
Masahiro	Suzuki,	Kazuhiko	Kotani,	Morihiro	Matsuda,	Yoichi	Ajiro,	Tsuyoshi	Shinozaki,	Satoru	Sakagami,	
Kazuya	Yonezawa,	Masatoshi	Shimizu,	Junichi	Funada,	Takashi	Takenaka,	Miyaka	Wada,	Mitsuru	Abe,	
Masaharu	Akao,	Koji	Hasegawa,	Hiromichi	Wada

2022.08.29	 European	Society	of	Cardiology［ESC］Congress	2022
「 Involvement of growth differentiation factor 15 in paradoxical relationship between body mass index and 

mortality in patients with suspected or known coronary artery disease」
Morihiro	Matsuda,	Masahiro	Suzuki,	Yoichi	Ajiro,	Tsuyoshi	Shinozaki,	Satoru	Sakagami,	
Kazuya	Yonezawa,	Masatoshi	Shimizu,	Junichi	Funada,	Takashi	Takenaka,	Yukiko	Morita,	
Moritake	Iguchi,	Mitsuru	Abe,	Masaharu	Akao,	Koji	Hasegawa,	Hiromichi	Wada

2022.10.13	 the	77th	World	Congress	of	Cardiology
「 Neutrophil/lymphocyte ratio is correlated with levels of inflammatory markers and is significantly reduced 

by smoking cessation.」
Maki	Komiyama,	Hiromichi	Wada,	Hajime	Yamakage,	Koji	Hasegawa

2022.10.13	 the	77th	World	Congress	of	Cardiology
「Gender differences in nicotine dependency and depressive tendency among smokers」
Maki	Komiyama,	Hiromichi	Wada,	Hajime	Yamakage,	Koji	Hasegawa

2023.03.10-12	 第87回日本循環器学会学術集会
「 Probability of Obstructive Coronary Artery Disease in High-risk Japanese Patients With Chest Pain or 

Dyspnea：The ANOX andEXCEED-J Studies」
Hiromichi	Wada,	Tsuyoshi	Shinozaki,	Masahiro	Suzuki,	Yoichi	Ajiro,	Satoru	Sakagami,	Morihiro	Matsuda,	
Junichi	Funada,	Masatoshi	Shimizu,	Takashi	Takenaka,	Yukiko	Morita,	Kazuya	Yonezawa,	
Hiromi	Matsubara,	Toshihiro	Nakamura,	Kazuteru	Fujimoto,	Yujiro	Ono,	Toru	Kato,	Akiyo	Ninomiya,	
Takashi	Unoki,	Daisuke	Takagi,	Nobutoyo	Masunaga,	Mitsuru	Ishii,	Kyohma	Wada,	Miyaka	Wada,
Takumi	Nakayama,	Moritake	Iguchi,	Kazuhiko	Kotani,	Mitsuru	Abe,	Masaharu	Akao,	Koji	Hasegawa

2023.03.10-12	 第87回日本循環器学会学術集会
「 Sex Differences in the Associations Between HDL-cholesterol Levels and Mortality in High-risk Japanese 

Patients：The ANOX and EXCEED-J Studies」
Hiromichi	Wada,	Tsuyoshi	Shinozaki,	Masahiro	Suzuki,	Yoichi	Ajiro,	Satoru	Sakagami,	Morihiro	Matsuda,	
Junichi	Funada,	Masatoshi	Shimizu,	Takashi	Takenaka,	Yukiko	Morita,	Kazuya	Yonezawa,	
Hiromi	Matsubara,	Toshihiro	Nakamura,	Kazuteru	Fujimoto,	Yujiro	Ono,	Toru	Kato,	Akiyo	Ninomiya,	
Takashi	Unoki,	Daisuke	Takagi,	Nobutoyo	Masunaga,	Mitsuru	Ishii,	Kyohma	Wada,	Miyaka	Wada,
Takumi	Nakayama,	Moritake	Iguchi,	Kazuhiko	Kotani,	Mitsuru	Abe,	Masaharu	Akao,	Koji	Hasegawa
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発表年月日	 発表学会
演題名	等 ／ 演者（下線は当院所属）

2023.03.10-12	 第87回日本循環器学会学術集会
「 Age- and Sex-dependent Reference Values of GDF-15 in Apparently Healthy Japanese Subjects and Their 

Impact on Mortality in High-risk Patients」
Hiromichi	Wada,	Masahiro	Suzuki,	Kazuhiko	Kotani,	Morihiro	Matsuda,	Yoichi	Ajiro,	Tsuyoshi	Shinozaki,	
Satoru	Sakagami,	Kazuya	Yonezawa,	Masatoshi	Shimizu,	Junichi	Funada,	Takashi	Takenaka,	
Yukiko	Morita,	Toshihiro	Nakamura,	Kazuteru	Fujimoto,	Hiromi	Matsubara,	Toru	Kato,	Takashi	Unoki,
Daisuke	Takagi,	Kyohma	Wada,	Miyaka	Wada,	Moritake	Iguchi,	Nobutoyo	Masunaga,	Mitsuru	Ishii,
Mitsuru	Abe,	Masaharu	Akao,	Koji	Hasegawa.

2023.03.10-12	 第87回日本循環器学会学術集会
「 Involvement of Growth Differentiation Factor 15 in Obesity Paradox in Suspected or Known Coronary 

Artery Disease：The ANOX Study」
Morihiro	Matsuda,	Masahiro	Suzuki,	Yoichi	Ajiro,	Tsuyoshi	Shinozaki,	Satoru	Sakagami,	
Kazuya	Yonezawa,	Masatoshi	Shimizu,	Junichi	Funada,	Takashi	Takenaka,	Yukiko	Morita,	
Toshihiro	Nakamura,	Kazuteru	Fujimoto,	Hiromi	Matsubara,	Toru	Kato,	Takashi	Unoki,	Daisuke	Takagi,
Kyhoma	Wada,	Miyaka	Wada,	Moritake	Iguchi,	Nobutoyo	Masunaga,	Mitsuru	Ishii,	Kazuhiko	Kotani,
Mitsuru	Abe,	Masaharu	Akao,	Koji	Hasegawa,	Hiromichi	Wada

2022.07.14-16	 第64回日本婦人科腫瘍学会学術講演会
「子宮間葉性腫瘍の血行性転移に関する腫瘍バイオマーカーの解析：PRUM iBio study」
林　　琢磨、八重樫伸生、小西　　郁生

｜投稿論文など ※各研究部より一部抜粋｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

解 説
統計からみた糖尿病の地域差
糖尿病・内分泌代謝科,	56,	1,	74-78,	2023.01
坂根　直樹

原著論文
1 型糖尿病の持続皮下インスリン注入療法とQOLに関するシステマティックレビュー
日本先進糖尿病治療研究会雑誌,	16,	1,	8-16,	2022.08,	日本先進糖尿病治療研究会
坂根　直樹

原著論文
体験・共感型食育活動による保育士等の意識・行動・自信度変化と子どもの食行動変化～保育士等と園児が一緒に楽
しむ活動で子どもの食と保育の質を向上～
チャイルドヘルス,	25,	6,	461～467,	2022.06.01,	診断と治療社
染井順一郎、河口八重子、坂根　直樹

総 説
「骨粗鬆症」
わかりやすい内科学	第 5 版　編集主幹　井村裕夫,	771-775,	2023.01.11,	文光堂
八十田明宏

総 説
脂肪萎縮症
ガイドラインにないリアル糖尿病薬物療法をガイドする,	99～105,	2022.11.15,	振興科学出版社
日下部　徹

総 説
新型コロナウイルス流行期における糖尿病患者の血糖コントロール
糖尿病・内分泌代謝科,	55,	2,	232-241,	2022.08,	科学評論社
加藤さやか、浅原　哲子

総 説
遺伝的要因から糖尿病を考える
月刊糖尿病さかえ,	62,	8,	5-10,	2022.08,	日本糖尿病協会
加藤さやか、浅原　哲子
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原著論文
Factors associated with hemoglobin glycation index in adults with type 1 diabetes mellitus：The FGM-
Japan study
J	Diabetes	Investig,	2023.02
Naoki	Sakane,	Yushi	Hirota,	Akane	Yamamoto,	Junnosuke	Miura,	Hiroko	Takaike,	Sari	Hoshina,	
Masao	Toyoda,	Nobumichi	Saito,	Kiminori	Hosoda,	Masaki	Matsubara,	Atsuhito	Tone,	
Satoshi	Kawashima,	Hideaki	Sawaki,	Tomokazu	Matsuda,	Masayuki	Domichi,	Akiko	Suganuma1,
Seiko	Sakane,	Takashi	Murata

原著論文
To Use or Not to Use a Self-monitoring of Blood Glucose System? Real-world Flash Glucose Monitoring 
Patterns Using a Cluster Analysis of the FGM-Japan Study
Internal	Medicine,	1-9,	2023.01
Naoki	Sakane,	Yushi	Hirota,	Akane	Yamamoto,	Junnosuke	Miura,	Hiroko	Takaike,	Sari	Hoshina,	
Masao	Toyoda,	Nobumichi	Saito,	Kiminori	Hosoda,	Masaki	Matsubara,	Atsuhito	Tone,	
Satoshi	Kawashima,	Hideaki	Sawaki,	Tomokazu	Matsuda,	Masayuki	Domichi,	Akiko	Suganuma1,
Seiko	Sakane,	Takashi	Murata

原著論文
Prevention of hypoglycemia by intermittent-scanning continuous glucose monitoring device combined 
with structured education in patients with type 1 diabetes mellitus：A randomized, crossover trial
Diabetes	Res	Clin	Pract,	14,	2022,	2023.01
Takashi	Murata,	Kiminori	Hosoda,	Kunihiro	Nishimura,	Yoshihiro	Miyamoto,	Naoki	Sakane,
Noriko	Satoh-Asahara,	Masao	Toyoda,	Yushi	Hirota,	Munehide	Matsuhisa,	Akio	Kuroda,	Ken	Kato,
Ryuji	Kouyama,	Junnosuke	Miura,	Atsuhito	Tone,	Masato	Kasahara,	Shu	Kasama,	Shota	Suzuki,	
Yukie	Ito,	Tomokazu	Watanabe,	Akiko	Suganuma,	Zhuo	Shen,	Hiroko	Kobayashi,	Satoshi	Takagi,	
Sari	Hoshina,	Kanako	Shimura,	Yukiko	Tsuchida,	Moritsugu	Kimura,	Nobumichi	Saito,	Akira	Shimada,
Yoichi	Oikawa,	Atsushi	Satomura,	Akifumi	Haisa,	Satoshi	Kawashima,	Shu	Meguro,	Hiroshi	Itoh,	
Yoshifumi	Saisho,	Junichiro	Irie,	Masami	Tanaka,	Masanori	Mitsuishi,	Yuya	Nakajima,	Jun	Inaishi,	
Kenichiro	Kinouchi,	Shintaro,	amaguchi,	Arata	Itoh,	Kazutoshi	Sugiyama,	Kazuma	Yagi,	Tami	Tsuchiya,	
Noriko	Kodani,	Ikki	Shimizu,	Tetsuya	Fukuda,	Yoshiki	Kusunoki,	Tomoyuki	Katsuno,	Yuka	Matoba,	
Yumi	Hitaka,	Kentaro	Abe,	Natsuko	Tanaka,	Ryoko	Taniguchi,	Toshihiko	Nagao,	Kazuyuki	Hida,	
Izumi	Iseda,	Masaya	Takeda,	Yuichi	Matsushita,	Masafumi	Tenta,	Tsuyoshi	Tanaka,	Kunichi	Kouyama,	
Michiru	Fukunaga

原著論文
High-throughput Screening in Combination With a Cohort Study for Iodothyronine Deiodinases.
Endocrinology.,	163（8）：bqac090.	doi：10.1210/endocr/bqac090.PMID：35695766,	2022.08
Yamauchi	I,	Sakane	Y,	Okuno	Y,	Sugawa	T,	Hakata	T,	Fujita	H,	Okamoto	K,	Taura	D,	Yamashita	T,
Hirota	K,	Ueda	Y,	Fujii	T,	Yasoda	A,	Inagaki	N.

原著論文
Prediction of long-term biochemical cure in patients with unilateral primary hyperaldosteronism treated 
surgically based on the early post-operative plasma aldosterone value
Endocr	J.,	69,	4,	407-415,	2022.04
Ishihara	Y,	Umakoshi	H,	Kaneko	H,	Nanba	K,	Tsuiki	M,	Kusakabe	T,	Satoh-Asahara	N,	Yasoda	A,
Tagami	T.

原著論文
Association of daily sleep duration with the incident dementia by serum soluble TREM2 in a community.
J	Am	Geriatr	Soc.,	70,	4,	1147-1156,	2022.04
Ohara	T,	Hata	J,	Tanaka	M,	Honda	T,	Yamakage	H,	Inoue	T,	Hirakawa	Y,	Kusakabe	T,	Shibata	M,	
Kitazono	T,	Nakao	T,	Satoh-Asahara	N,	Ninomiya	T.

原著論文
A combined index of waist circumference and muscle quality is associated with cardiovascular disease 
risk factor accumulation in Japanese obese patients：a cross-sectional study.
Endocrine,	77,	1,	30-40,	2022.06
Ikeue	K,	Kusakabe	T,	Muranaka	K,	Yamakage	H,	Inoue	T,	Ishii	K,	Satoh-Asahara	N.

原著論文
Higher serum soluble TREM2 as a potential indicative biomarker for cognitive impairment in inadequately 
controlled type 2 diabetes without obesity：the DOR-KyotoJ-1.
Front.	Endocrinol.,	13,	880148,	2022.05
Tanaka	M,	Yamakage	H,	Muranaka	K,	Yamada	T,	Araki	R,	Ogo	A,	Matoba	M,	Watanabe	T,	Saito	M,	
Kurita	S,	Yonezawa	K,	Tanaka	T,	Suzuki	M,	Sawamura	M,	Matsumoto	M,	Nishimura	M,	Kusakabe	T,	
Wada	H,	Hasegawa	K,	Kotani	K,	Noda	M,	Satoh-Asahara	N
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原著論文
Analysis of time-dependent changes in the FIB4 index in obese patients receiving weight reduction therapy.
Sci	Rep,	12,	1,	15219,	2022.09
Kawai	S,	Yamakage	H,	Kotani	K,	Noda	M,	Satoh-Asahara	N,	Hashimoto	K.

原著論文
Soluble TREM2 and Alzheimer-related biomarker trajectories in the blood of patients with diabetes based 
on their cognitive status.
Diabetes	Res	Clin	Pract,	193,	110121,	2022.11
Satoh-Asahara	N,	Yamakage	H,	Tanaka	T,	Kawasaki	T,	Matsuura	S,	Tatebe	H,	Akiguchi	I,	Tokuda	T.

原著論文
Novel Therapeutic Potentials of Taxifolin for Obesity-Induced Hepatic Steatosis, Fibrogenesis, and 
Tumorigenesis.
Nutrient,	15,	2,	350,	2023.01
Inoue	T,	Fu	B,	Nishio	M,	Tanaka	M,	Kato	H,	Tanaka	M,	Itoh	M,	Yamakage	H,	Ochi	K,	Ito	A,	Shiraki	Y,	
Saito	S,	Ihara	M,	Nishimura	H,	Kawamoto	A,	Inoue	S,	Saeki	K,	Enomoto	A,	Suganami	T,	
Satoh-Asahara	N.

原著論文
Randomized double-blind placebo-controlled multicenter trial for the effects of a polyherbal remedy, 
Yokukansan （YiganSan）, in smokers with depressive tendencies
BMC	Complement	Med	Ther,	22,	1,	311,	2022.11
Komiyama	M,	Ozaki	Y,	Wada	H,	Yamakage	H,	Satoh-Asahara	N,	Yasoda	A,	Sunagawa	Y,	Morimoto	T,	
Tamaki	S,	Masahiro	Suzuki,	Shibayama	T,	Kato	T,	Okada	Y,	Kita	T,	Takahashi	Y,	Hasegawa	K.

原著論文
Study protocol to determine the effects of highly absorbable oral curcumin on the indicators of cognitive 
functioning：a double-blind randomised controlled trial
BMJ	Open,	12,	9,	e057936,	2022.09
Komiyama	M,	Ozaki	Y,	Wada	H,	Yamakage	H,	Satoh-Asahara	N,	Kishimoto	A,	Katsuura	Y,	Imaizumi	A,	
Hashimoto	T,	Sunagawa	Y,	Morimoto	T,	Hasegawa	K.

原著論文
Gingival bleeding and pocket depth among smokers and the related changes after short-term smoking 
cessation
Acta	Odontol	Scand,	80,	4,	258-263,	2022.05
Mittal	S,	Komiyama	M,	Ozaki	Y,	Yamakage	H,	Satoh-Asahara	N,	Yasoda	A,	Wada	H,	Funamoto	M,	
Shimizu	K,	Miyazaki	Y,	Katanasaka	Y,	Sunagawa	Y,	Morimoto	T,	Takahashi	Y,	Nakayama	T,	
Hasegawa	K.

原著論文
Psychological Effects of Aromatherapy on Smokers With Depressive Tendencies During Smoking Cessation 
Treatment：Protocol for a Pre-Post Single-Arm Clinical Trial.
JMIR	Research	Protocols,	11,	7,	e38626,	2022.07
Akiko	Hata,	Maki	Komiyama,	Akihiro	Yasoda,	Hiromichi	Wada,	Hajime	Yamakage,
Noriko	Satoh-Asahara,	Tatsuya	Morimoto,	Yuko	Takahashi,	Koji	Hasegawa

原著論文
Are SGLT2 inhibitors effective against ̒ all  ̓heart failure with preserved ejection fraction? 
Eur	Heart	J	Cardiovasc	Pharmacother.,	8,	3,	E10,	2022.05
Hasegawa	K,	Lewis	BS.

原著論文
Pharmapulse report-does the arrival of factor XI inhibitors mark the end of the NOAC era?
Eur	Heart	J	Cardiovasc	Pharmacother.,	8,	3,	E9,	2022.05
Hasegawa	K,	Ikeda	T.	

原著論文
Importance of diagnostic methods for round ligament leiomyomas in clinical practice.
Quant	Imaging	Med	Surg.,	13,	1,	2033-2037,	2023.03
Hayashi	T,	Yaegashi	N,	Tonegawa	S,	Konishi	I.

原著論文
Molecular Histopathology for Establishing Diagnostic Method and Clinical Therapy for Ovarian Carcinoma
J	Clin	Med	Res.,	15,	2,	68-75,	2023.02
Hayashi	T,	Konishi	I.
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原著論文
Pathological Evidence for Residual SARS-CoV-2 in the Micrometastatic Niche of a Patient with Ovarian 
Cancer
Curr	Issues	Mol	Biol.,	44,	12,	5879-5889.,	2022.11
Hayashi	T,	Sano	K,	Yaegashi	N,	Konishi	I.

原著論文
Possibility of SARS-CoV-2 Infection in the Metastatic Microenvironment of Cancer.
Curr	Issues	Mol	Biol.,	44,	1,	233-241,	2022.04
Hayashi	T,	Sano	K,	Konishi	I.
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